
所沢市薬剤師会保険薬局各位　所沢市医師会様よりご案内を頂きました。興味のある方はご参加くださいますようお願い申し上げます。　会　長　安達秀夫　
副会長　塚本京子　　　　　　　　　　
「絆ネットところ」　設立大会（仮称）
―所沢のさらなる在宅医療・連携を目指して―
　（全２ページ）
拝啓　皆様には日々のご診療など、ご多忙な毎日をお送りのことと推察申し上げます。さて、地域包括ケアシステムの充実に向けた取り組みも、いよいよ総論から各論の段階となり、各地域での具体的な取り組みが始まっております。

所沢でも、昨年来、在宅医登録事業、在宅療養支援ベッド確保事業、MCSによる多職種連携ツールの普及事業、認知症初期集中支援チーム事業などに取り組んで参りました。多職種連携ツールであるMCS使用は埼玉県全体に範囲を広げているもので、当地では所沢市医師会が中心となって「絆ネットところ（MCS）」と銘打ち、今年10月からの本格運用を始める予定です。在宅医療介護連携の基盤は整いつつあります。これを期に、各方面で活躍をされている皆様と直に言葉を交わしながら、所沢地域での医療・介護のさらなる充実と連携を目指したいと思っております。今回、在宅医療では重要な緩和ケアにおける麻薬使用ついての特別講演と地域包括ケア病床についての実例の紹介を企画致しました。その後の懇親会は大変重要です、是非皆様のご参加をお願いしたく、ご案内申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
日　時：平成29年10月18日（水）午後6時30分～
会　場：所沢看護専門学校講堂
開場　　18：30～
製品紹介　　ナルサス錠、ナルラピド錠（オピオイド製剤）について

開会の辞　　所沢市医師会前会長　　柳内仁先生
特別講演　　19：00～20：00

座長　　所沢市医師会在宅医療推進委員会　委員長　　小野田忠先生
「鎮痛治療薬の使い方」

演者　聖隷三方原病院　副院長　緩和支持治療科部長　森田達也先生

報告20：00～20：30
　　地域包括ケア病棟（病床）の現在の運用と将来の展望―地域での連携を目指して―
　　　　1.　埼玉西協同病院　院長　　吉野　肇先生

　　　　2.　所沢ロイヤル病院　院長　大久保清一郎先生

＊講演終了後は同じ階の視聴覚室にて懇親会を予定しております。20：30～　　　
⇒詳細は２ページ目へ
懇親会―顔の見える関係をつくろう―　 20：30～　所沢看護専門学校視聴覚室にて
　　挨拶　　所沢市医師会　会長　　　京谷　圭子先生

　　乾杯　　所沢市医師会　元副会長　豊川　元一先生

　

　　　　　　　　ご歓談（名刺交換会）

在宅療養支援ベッド事業　参加病院の紹介（ご歓談中にご紹介）

　所沢中央病院

　所沢緑ヶ丘病院

　所沢第一病院

　所沢市市民医療センター

　佐々木記念病院

並木病院

埼玉西協同病院

　所沢ロイヤル病院

所沢認知症初期集中支援チーム発足について

　　平沢記念病院

所沢医療介護連携支援センターの職員紹介

主催　　所沢市医師会　　　　会長　　　　京谷圭子

在宅医療推進委員会　委員長　　　小野田忠

医療介護連携委員会　委員長代理　水野康司

後援　　第一三共株式会社

＊懇親会会費はお一人1000円を受付で頂戴いたします。


参加申し込み　締切　平成29年10月10日（火）

FAX返信先　04-2991-4501　所沢市薬剤師会事務局
〔ご施設名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（↓参加する会に丸印をご記入ください）
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